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箇
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三
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ロ
　
　

舶
晒

昭
和
5
3
年
度
警

察
官
（
縮
麟
）
の
募
集

O
受
付
け
期
間
．
九
月
二
十
四
日

　
　
　
ま
で
。

O
第
一
次
試
験
・
十
月
二
日
．
長

　
　
　
岡
市
で
。

O
受
験
資
格
・
昭
和
二
十
五
年
四

　
　
　
月
二
日
～
同
三
十
五

　
　
　
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
　
　
生
ま
れ
た
男
子
、
高

　
　
　
卒
程
度
の
学
歴
を
有

　
　
　
す
る
も
の
。

○
く
わ
し
い
こ
と
は
、
警
察
署
．

駐
在
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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、
藷
．
夢
1
任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会

　
ま
の
　
岬
議
員
の
一
般
選
挙
は
、
先
月

率
挙
　
遡
二
士
日
告
示
、
去
る
七
日

　
示
選
。
撫
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
あ

投
な
す
繭
告
示
と
同
時
に
、
定
数
を

　
　
　
ン
　
や
　
　
　

　
　
カ
て
竺
茗
上
回
る
二
＋
四
人
が
立

ず
近
ろ
離
候
補
、
連
旦
二
＋
度
を
こ
す

　
せ
身
こ
獅
猛
暑
の
中
で
・
活
発
な
選
挙

み
　
　
と
楠

も
臥
る
職
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
ン
れ
伽
即
日
、
総
合
セ
ン
タ
1
で

　
疲
セ
ば
欄
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
は
、

　
り
］
の
嘲
現
職
議
員
＋
五
人
、
新
人
七

灘
糺
警
う
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま

　
　
　
・
と
　
新
し
い
構
成
の
町
議
会
は

　
選
％
あ
　
来
旦
日
が
ス
タ
i
ト
で
す

　
　
と
の
今
後
四
年
間
、
皆
さ
ん
の
選

　
　
ん
選
ん
だ
代
表
の
活
躍
に
ご
注
目

再
な
激
懲
く
だ
さ
い
。

　
書
ぎ
竃
、
　
　
（
四
、
五
面
に
当
選
者
の

　
　
　
抱
負
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。
）

　
　
　
　
投
票
の
状
況

　
　
　
☆
当
日
の
有
権
者
数

　
　
　
　
　
男
　
　
　
　
　
　
三
、
五
四
一

　
　
　
　
　
女
三
、
七
九
一

　
　
　
　
　
計
七
、
三
三
二

　
　
　
☆
投
票
者
数

　
　
　
　
　
男
　
　
　
　
　
三
、
四
一
一
四

　
　
　
　
　
女
三
、
六
七
六

　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
七
、
一
〇
〇

　
　
　
☆
投
票
率

　
　
　
　
　
男
　
　
　
　
九
六
・
七
〇

　
　
　
　
　
女
　
　
　
　
九
六
・
九
七

　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
九
六
・
八
四

　
　
　
☆
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
　
　
　
有
効
投
票
　
　
七
、
〇
六
八

　
　
　
　
　
無
効
投
票
　
　
　
　
二
九

　
　
　
☆
候
補
者
別
の
得
票
状
況
は
、
別
表
の

　
　
　
　
と
お
り
で
す
。
（
按
分
に
よ
る
小
数

　
　
　
点
以
下
は
切
り
捨
て
ま
し
た
。
）

霞 馨

嚢

嚢

え
り
を
正
し
た
選
挙
戦

　
　
　
　
立
候
補
者
が
紳
士
協
定

　身

近
か
な
選
挙
だ
け
に
、
あ
と
味
の
悪
い
思
い
を
し
た
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
、
乙
の
ほ
ど
の
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
立
候
補
者
自
ら
え
り

を
正
し
、
次
の
よ
う
な
紳
士
協
定
を
し
て
の
ぞ
み
ま
し
た
。

◎
他
候
補
の
中
傷
や
、
非
難
は
絶
対
に
つ
つ
し
む
。

◎
昼
休
み
中
の
街
頭
で
の
呼
び
か
け
は
自
粛
す
る
。

◎
自
分
の
地
区
に
は
ら
れ
た
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
他
候
補
の

　
も
の
で
も
責
任
を
も
っ
て
撤
去
す
る
。

▲即日開票の会場、総合センターは熱気にあふれんばかり一一一一一。
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（無所属・新）

（　〃　・新）

（　〃　・現）

（　〃　・現）
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（　〃　・現）

（　〃　・新）
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（　〃　・現）

（　〃　・現）

（　〃　・現）
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慧
繁
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船

橋
木
水
品
田
中
海
橋
鳥
坂
林
野

高
押
清
水
戸
田
小
高
羽
登
小
滋

選
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
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〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
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ま

残
念
”
8
4
票
の
無
効
票

参
院
選

　
先
月
十
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
、
川
西
町
の
開
票
結
果
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

囹
当
日
の
有
権
者
数
　
七
、
三
八
三
人

囹
投
票
者
数

　
　
地
方
区
　
　
六
、
三
三
〇
人

　
全
国
区
　
　
六
、
三
昌
九
人

囹
投
票
率

　
　
地
万
区
　
　
八
流
、
七
辱
％

　
全
国
区
　
　
八
云
、
七
一
∵
％

囹
有
効
投
票

　
地
方
区
　
　
孟
、
九
一
七
票

　
全
国
区
　
　
孟
、
九
〇
一
票

・
町
の
結
果

囹
無
効
投
票

　
　
地
方
区
　
　
　
四
一
三
票

　
全
国
区
　
　
　
四
一
一
八
票

囹
候
補
者
別
得
票
（
得
票
順
）

　
◎
地
方
区

　
　
塚
田
十
一
郎
三
、
一
八
五
票

　
吉
田
正
雄
二
、
五
五
三
票

　
　
丸
山
　
久
明
　
　
二
〇
六
票

　
◎
全
国
区
（
按
分
票
の
端
数
は
切

　
　
り
捨
て
、
得
票
数
の
同
じ
場
合

　
　
は
、
』
届
出
番
号
順
に
よ
る
。
）

梶
木
又
三
二
、
一
七
六
、
増
岡
こ
う
じ

・
八
〇
六
、
藤
井
つ
ね
お
・
六
八
八
、

山
崎
昇
・
五
五
三
、
柏
原
ヤ
ス
・
四
三

三
、
竹
内
き
よ
し
・
一
一
八
三
、
楠
正
俊

・
二
三
五
、
大
森
昭
・
昌
一
九
、
栗
林

卓
司
・
一
一
＝
、
や
す
つ
ね
良
一
・
一

〇
六
、
徳
永
正
利
・
九
七
㍉
あ
き
山
あ

つ
し
・
八
三
、
中
村
利
次
・
七
七
、
石

本
し
げ
る
・
七
七
、
大
木
正
吾
・
六
流
、

近
藤
忠
孝
・
六
二
、
松
井
つ
ね
子
・

五
四
、
福
島
茂
夫
・
五
一
、
片
山
正
英

・
五
〇
、
田
英
夫
・
四
五
、
伊
江
朝
雄

・
四
三
、
安
西
愛
子
・
三
七
、
堀
江
正

夫
・
三
六
、
黒
住
忠
行
・
三
六
、
西
村

尚
治
・
三
五
、
江
田
五
月
・
三
三
、
高

橋
圭
三
・
三
三
、
望
月
優
子
・
一
＝
一
、

扇
千
景
・
二
一
、
一
竜
斉
テ
イ
ホ
ー
・

一
＝
、
内
藤
与
三
郎
・
一
八
、
八
代
英

太
・
一
八
、
藤
井
ひ
ろ
ひ
さ
・
一
七
、

玉
置
和
郎
・
一
三
、
も
ち
づ
き
正
作
・

一
三
、
町
村
金
五
二
三
、
円
山
雅
也

　　　　　　　　　＝信濃川発電所から・＝

　信濃川での魚つりや、水遊びの機会が多くなり、

水難事故の多発する季節です。

　これからは、集中豪雨などにより、思わぬ増水も

予想されます。

　国鉄信濃川発電所でも、増水などによる放流には

危険のないよう細心の注意を払っていますが、とく

に、次のような場合は、サイレンやスピーカーでお

知らせしますので、早めに退避してぐださい。

●降雨による増水で、ダムから放流するとき。

●発電所の機械が故障のため、調整池の水を放流す

　るとき。

●洪水のとき。

　なお、警報用サィレンやスピーカーが鳴らなくて

も、増水したら早めに引きあげましよう。

二
三
、
松
前
達
郎
二
二
、
柳
沢
れ

ん
ぞ
う
二
一
一
、
鈴
木
武
樹
∴
一
、

野
末
陳
平
∴
一
、
鬼
頭
史
郎
・
＝
、

高
田
ガ
ン
∴
一
、
横
山
ノ
ッ
ク
・

一
〇
、
小
平
芳
平
・
九
、
田
中
す
み
子

・
九
、
春
日
正
噸
・
八
、
多
田
省
吾
・

藤
島
た
い
す
け
・
宮
崎
正
義
・
佐
藤
た

か
夫
・
以
上
各
七
、
吉
武
輝
子
・
し
ぶ

や
邦
彦
・
以
上
各
六
、
川
上
源
太
郎
・

ば
ば
こ
う
い
ち
・
以
上
各
五
、
さ
さ
は

ら
金
次
郎
・
長
沢
純
・
下
田
京
子
・
宮

本
顕
治
・
加
藤
進
・
い
た
る
ケ
イ
子
・

以
上
各
三
、
城
戸
か
よ
こ
・
成
田
得
平

・
大
来
佐
武
郎
・
市
川
正
一
・
の
む
ら

て
る
お
・
す
ず
き
ひ
ろ
し
・
以
上
各
一
一

中
野
明
・
林
隆
造
・
中
村
武
志
・
星

野
力
・
宮
野
原
貞
光
・
松
前
範
年
・
松

田
照
久
・
有
田
二
郎
・
中
島
久
美
子
・

以
上
各
一
、
そ
の
他
昌
六
名
得
票
ゼ
ロ
。

趨参院選の票
の
多
い
こ
と
で
す
。

投
票
率
は
・
ふ
・
く
・
し

ま
あ
ま
あ
と
ん
国
民
年
金
が

　
　
　
　
　
　

し
て
、
残
念
き
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

な
こ
と
は
、
　
．
　
国
民
年
金
法
が
、
改
正
さ
れ
た

　
　
　
　
ん

や
は
り
無
効
　
●
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

　
　
　
　
ね
せ
し
ま
す
。
　
（
別
表
参
照
）

増水に注意しましょう1

　
こ
と
に
、
地
方
区
と
全
国
区
を
投
票

す
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
用

紙
を
取
り
ち
が
え
て
投
票
す
る
場
合
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
も
、
地
方
区
と
全
国
区
で
は
、

八
百
四
十
一
票
の
無
効
票
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
投
票
方
法
も
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま

す
が
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
も

う
少
し
気
を
く
ぱ
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
っ
た
の
で
は
；
－
：
と
痛
感
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
・
県
の
選
挙
へ
の
一

層
の
関
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

改正された国民年金
　　　　　　　おもな改善事項
1，物価スライドによる年金額の引き上げ　　　（52，7実施）

　ア老齢年金　　　　　　　　　　　　　（月額）

　　5年年金　・・一・一・…15，000円→16，408円

　10年年金　…・一・・一・20，500円→22，425円

　25年年金　…・…一・…52，500円→55，558円
　イ．障害年金　1級………41，250円→　45，125円

　　　　　　2級………55，000円→36，100円
　ク母子・準母子・遺児の各年金55，000円→36，100円
2，老齢年金の額の特例　（52，8実施）

　　（最低保障）…・………・4ろ，500円→15，000円
5，保険料の改定　　（55，4実施）

　　　　　　　　　　　　2，200円→　 2，750円

区分

拠
　
　
出
　
　
年
　
　
金

1，年金額の引ぎ上げ　　（52，8実施）

　　　　　　　　　　　　　　　　（月額）

　ア老齢年金　…一…一一1ろ，500円→　15，000円

　イ障害年金1級…・・……・20，500円→　22，500円

　　　　　　2級・……一・15，500円→15，000円
ウ母子・準母子・……一一1Z600円→　12500円

2，支払い期日の変更　　（52，10実施）

　　1月・5月・9月→4月・8月・12月
5，所得制限の緩和　　（52，5実施）

　本人一・・…2人世帯の場合
　　老齢・・障害　　　年収・・…・153万円→164万円

　　母子・準母子　　年収・一・296万円→・820万円

福
　
祉
　
年
　
金

　
こ
と
し
の
改
正
で
は
、
昨
年
度

の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
九
、

四
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
の

で
、
　
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
の
仕
組

み
で
、
拠
出
制
年
金
額
（
老
齢
や

通
算
老
齢
、
障
害
、
母
子
、
準
母

子
、
遺
児
、
か
婦
の
各
年
金
）
は

こ
の
率
に
応
じ
て
引
き
あ
げ
ら
れ

七
月
か
ら
、
新
し
い
年
金
額
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
金
額
の
引
き
あ
げ
に

と
も
な
っ
て
、
保
険
料
は
、
来
年

四
月
か
ら
月
二
千
七
百
三
十
円
に

な
り
ま
す
。

一
方
、
福
祉
年
金
（
老
齢
や
障
害
、

母
子
、
準
母
子
の
各
年
金
）
に
つ

い
て
も
、
物
価
上
昇
率
九
、
四
パ

ー
セ
ン
ト
を
上
わ
ま
わ
る
改
善
が

は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
金
額
の
引
き
あ
げ
時
期
は
、

昨
年
よ
り
二
か
月
早
く
、
八
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
九
月
に

は
、
増
額
さ
れ
た
年
金
が
さ
っ
そ

く
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
福
祉
年
金
の

支
払
い
期
月
は
、
一
月
、
五
月
、

九
月
の
年
三
回
で
し
た
が
、
こ
と

し
の
十
月
か
ら
は
、
四
月
、
八
月

十
二
月
に
変
更
さ
れ
、
今
後
は
、

盆
と
暮
に
年
金
が
ま
に
あ
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
暮
の
十
二
月
支
払
い
期
だ
け
は

希
望
す
れ
ぱ
十
一
月
に
年
金
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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【
【

　
　
　
　
町
議
選

r
ー
ー
ー
ー

高
橋
文

新
（
五
＋

五
歳
、

伊
友
、

農
業
）

㊥
体
育

協
会
会

長
、
総

合
開
発
計
画
審
議
会
委
員
、
社
教
委
員

青
少
協
委
員
、
魯
モ
デ
ル
事
業
推
進
協

委
員
、
体
育
指
導
委
員

〔
抱
負
〕
公
正
無
私
の
姿
勢
で
議
会
活

動
を
つ
ら
ぬ
き
、
均
整
の
と
れ
た
、
明

る
い
健
康
な
町
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
町
道
整
備
、
②
防
雪

対
策
、
③
産
業
基
盤
の
確
立
、
④
教
育

文
化
施
設
の
充
実
、
⑤
住
民
の
健
康
増

進
、
⑥
防
災
、
交
通
安
全
、
⑦
水
資
源

の
見
直
し
、
⑧
地
方
財
政
の
堅
持
な
ど

に
力
を
入
れ
ま
す
。

押
木
元
男
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
＋

態
．
、
懸
、
灘
　
騰
P
腿
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
齢
業
）

、
幽
顯
囎
饗
幾

だ
さ
っ
た
方
々
の
多
く
が
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
議
会
に
新
風
を
、
若
い

感
覚
を
、
と
い
う
こ
と
が
、
最
年
少
者

で
あ
る
私
に
課
せ
ら
れ
た
第
一
の
使
命

で
あ
り
ま
し
よ
う
。
と
も
に
考
え
、
と

当
選
者
の
抱
負

も
に
語
り
町
の
よ
り
よ
い
発
展
の
た
め

に
尽
く
す
若
い
仲
間
づ
く
り
か
ら
始
め

た
い
考
え
で
す
。

　
雪
に
対
す
る
中
央
へ
の
働
き
か
け
を

地
道
に
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
産
業

農
業
、
社
会
福
祉
、
教
育
等
一
生
懸
命

勉
強
い
た
し
ま
す
。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
情
熱
を
も
っ
て
、
重
責
を
全
う
し
た

い
と
心
に
決
し
て
い
ま
す
。

清
水
守
平
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
歳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
販
売
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
町
消

防
団
副
団
長
、
町
商
工
会
専
務
理
事
、

同
千
手
支
部
長
、
川
西
高
校
P
T
A
会

長
、
㊥
町
青
色
申
告
会
長
、
町
た
は
こ

消
費
税
増
収
対
策
協
議
会
長
、
町
商
工

会
理
事
、
町
酒
類
販
売
店
組
合
長

〔
抱
負
〕
町
民
の
日
ご
ろ
の
話
題
を
取

り
あ
げ
て
、
強
力
に
町
政
に
反
映
し
、

明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
重
》
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
と
り
ま
と
め
は
得
票
順
に
掲
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籾
載
、
カ
ッ
コ
の
中
は
年
齢
．
現
住
料

料
所
．
職
業
の
順
、
㊥
は
前
歴
（
公
淋

欝
の
み
）
、
㊥
鏡
在
の
公
職
、
桝

料
氏
名
は
敬
称
略
、
〔
抱
負
〕
に
つ
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
い
て
は
、
一
部
整
理
さ
せ
て
い
た
料

料
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
料

料
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

①
零
細
商
工
業
者
に
対
す
る
指
導
育
成

の
研
究
、
②
農
山
村
総
合
整
備
計
画
事

業
の
推
進
、
③
環
境
整
備
、
特
に
下
水

道
設
置
の
促
進
、
④
宅
地
造
成
の
推
進

⑤
大
型
店
対
策
要
項
設
置
の
要
望
、
⑥

学
校
教
育
施
設
設
備
の
充
実
促
進
、
⑦

青
少
年
非
行
化
対
策
の
研
究

　
水
品
正
一
郎
　
現

（
六
十
四
歳
、
三
領
、
農
業
）
　
㊥
上

野
村
議
会
土
木
委
員
長
、
上
野
消
防
団

副
団
長
、
町
教
育
委
員
、
曾
農
業
委
員

会
会
長
代
理
、
土
地
改
良
区
理
事
、
ほ

場
整
備
評
価
委
員
長
、
同
補
償
委
員
長

損
害
評
価
委
員

〔
抱
負
〕
①
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
め

ざ
し
、
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
の
早
期

完
成
と
、
豊
か
な
明
る
い
町
づ
く
り
に

努
め
る
。
②
除
雪
対
策
の
推
進
、
③
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
道
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
の
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
、
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祉
面
の

向
上
、
老
人
や
身
体
障
害
者
に
日
の
あ

た
る
町
政
を
進
め
る
。
⑤
町
民
の
意
志

が
行
政
に
反
映
す
る
よ
う
、
住
民
と
役

場
の
か
け
橋
に
な
る
。

　
戸
　
田
哲
次
　
現

（
四
十
五
歳
、
仁
田
、
理
容
業
）
　
（
⑪

県
理
容
環
境
衛
同
業
組
合
十
日
町
支
部

副
支
部
長
、
川
西
中
P
T
A
副
会
長

〔
抱
負
〕
①
清
潔
、
公
平
、
自
由
を
信

条
と
し
て
、
若
さ
と
行
動
力
で
明
る
い

町
づ
く

り
に
取

り
く
み

た
い
。

②
町
営

図
書
館

の
実
現

に
努
力
し
た
い
。
③
道
路
の
改
良
、
舗

装
の
推
進
、
地
元
負
担
の
廃
止
、
④
無

雪
道
路
の
確
保
延
長
に
力
を
注
き
た
い
。

⑤
社
会
福
祉
、
特
に
老
人
の
福
祉
等
が

ん
ば
り
ま
す
。

　
田
中
与
三
郎
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
＋
歳

山
野
田

、
■
保
険
代

冊
理
店
）

⑳
町
議

会
副
議

長
ほ
か

各
常
任
委
員
長
、
豪
雪
対
策
特
別
委
委

員
長
、
（
㊥
国
保
運
営
協
会
長
、
公
民
館

運
審
委
員
長
、
町
交
通
対
策
協
委
員
、

除
雪
協
力
会
長

〔
抱
負
〕
常
に
住
民
と
の
対
話
を
続
け

要
望
を
実
現
の
努
力
を
怠
ら
ず
、
平
和

で
豊
か
な
町
づ
く
り
を
確
立
す
る
。
①

道
路
の
改
良
舗
装
、
下
水
路
の
改
良
普

及
等
、
生
活
環
境
の
整
備
と
充
実
、
②

六
十
五
歳
以
上
の
医
療
費
の
無
料
化
、

各
部
落
に
児
童
の
遊
ぴ
場
設
置
な
ど
、

社
会
福
祉
の
充
実
、
③
除
雪
費
用
の
税

対
策
、
D
級
保
育
料
の
再
検
討
な
ど
、

④
各
所
に
町
営
駐
車
場
の
設
置
と
、
堅

実
な
る
工
場
誘
致
の
促
進
を
行
う
。

　
小
海
貞
　
二
　
新

（
四
十
六
歳
、
上
野
、
会
社
員
）
　
㊥

町
消
防
団
第
二
分
団
副
分
団
長
㊧
町

消
防
団
第
三
分
団
分
団
長

〔
抱
負
〕
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り

を
主
軸
に
、
町
民
の
た
め
に
役
立
つ
議

員
に
な
り
た
い
。
①
町
道
の
改
良
舗
装

及
ぴ
無
雪
化
の
促
進
、
②
商
工
業
の
振

興
と
観
光
事
業
の
推
進
、
③
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
設

　
　
　
　
　
難
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
の
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
、
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
児
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
の

　
　
　
　
霧
　
　
　
　
施
策
、

⑤
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　
高
橋
彌
太
郎
現

（
五
十
二
歳
、
高
倉
、
農
業
）
　
㊥
国

保
運
営
協
委
員
、
高
倉
小
P
T
A
会
長

㊨
議
会
建
社
委
員
長
、
広
域
事
務
組
合

議
員
、
仙
田
開
発
振
協
議
会
副
会
長

〔
抱
負
〕
①
道
路
整
備
に
重
点
を
お
き

基
幹
道
路
、
生
活
道
路
の
無
雪
化
の
促

進
、
②
豪
雪
対
策
を
進
め
、
積
雪
の
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
件
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
克
服
、

③
農
業

の
近
代

化
、
諸

産
業
の

開
発
導

入
等
、
調
和
の
と
れ
た
産
業
基
盤
拡
充

に
努
め
る
。
④
教
育
施
設
及
ぴ
社
会
教

育
施
設
の
充
実
を
図
る
。
⑤
過
疎
対
策

の
推
進
、
⑥
社
会
開
発
、
福
祉
事
業
の

促
進
、
⑦
議
員
間
の
融
和
協
調
を
図
り

将
来
の
的
確
な
見
通
し
の
上
に
、
明
る

い
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

羽
鳥
欣
　
一

（
五
十
歳
、
木
落
、
建
設
業
）

　現曾

消
防
団
第
三
分
団
第
四
部
長
、
十
日
町

地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会
監
事
、
㊥

町
安
全
協
会
副
会
長
、
木
落
区
長

〔
抱
負
〕
明
る
く
豊
か
で
、
健
康
な
町

を
つ
く
る
た
め
、
謙
虚
な
姿
勢
で
公
平

な
理
念
に
基
づ
き
、
①
産
業
基
盤
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
、
②

道
路
の

整
備
と

無
雪
道

路
の
確

保
、
③

社
会
福

祉
の
増
進
、
特
に
恵
ま
れ
な
い
方
々
の

対
策
強
化
、
④
教
育
文
化
の
向
上
と
施

設
の
充
実
、
⑤
交
通
安
全
対
策
の
整
備

促
進
等
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

登
坂
　
　
茂
現

十
高
仙
田
分
校
P
T
A
副
会
長
、

へ
き
地
教
育
振
興
会
長
、
仙
田
開
発
振

協
議
会
長
、
土
地
改
良
区
理
事

〔
抱
負
〕
明
る
い
町
、
豊
か
な
郷
土
づ

く
り
を
念
頭
に
　
①
教
育
施
設
設
備
の

整
備
②
安
全
除
雪
体
制
の
確
立
③

道
路
網
の
整
備
促
進
④
河
川
砂
防
の

促
進
　
⑤
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
の

推
進
⑥
出
か
せ
き
対
策
⑦
老
人
福

祉
、
休
養
地
の
造
成
　
⑧
別
荘
団
地
計

画
等
の
実
現
に
努
力
し
ま
す
。

小
林
正
人
現

（
五
十
一
歳
、
中
仙
田
、
農
業
）
　
㊥

中
仙
田
小
P
T
A
会
長
、
仙
田
中
P
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

（
五
＋

七
歳
、

岩
瀬
、

農
業
）

⑳
仙
田

中
P
T

A
会
長曾
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＼A
会
長
、
町
へ
き
地
教
育
振
興
会
長
、

郡
市
同
副
会
長
、
㊥
土
地
改
良
区
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
田
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
振
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
、
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
小
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
会
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
、

モ
デ
ル
事
業
推
進
協
委
員

〔
抱
負
〕
①
雪
害
対
策
並
ぴ
に
治
山
治

水
対
策
、
②
道
路
改
良
整
備
の
促
進
と

交
通
安
全
対
策
、
③
社
会
福
祉
の
充
実

と
高
額
医
療
費
対
策
、
④
教
育
環
境
の

整
備
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
⑤
小
規
模

土
地
改
良
事
業
の
推
進
、
⑥
西
部
地
域

の
振
興
と
林
分
改
良
事
業
の
推
進
、
今

日
ま
で
の
経
験
、
情
熱
で
明
る
い
豊
か

な
町
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

滋
野
　
一
郎
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

禦鞭臓
議村　 売石野

員
、
町
議
会
産
経
委
員
長
、
土
地
改
良

区
理
事
、
爾
町
議
会
副
議
長
、
広
域
事

務
組
合
議
員
、
川
西
高
校
P
T
A
会
長

〔
抱
負
〕
①
町
民
の
諸
問
題
、
諸
要
求

を
忠
実
に
議
会
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を

し
た
い
。
住
民
の
声
な
き
声
の
代
弁
者

と
し
て
働
く
と
と
も
に
、
町
民
自
ら
の

想
意
に
よ
る
真
の
理
想
郷
〃
川
西
町
〃

を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
将

来
の
町
の
繁
栄
は
、
豪
雪
を
克
服
す
る

こ
と
が
緊
急
の
問
題
と
確
信
す
る
の
で

私
の
す
べ
て
を
、
こ
の
雪
の
問
題
解
決

に
か
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
い
。

戸
　
田
専
治
　
現

（
六
十
二
歳
、
仁
田
、
税
理
士
）
、
㊥

十
日
町
税
務
署
職
員
、
（
⑭
十
日
町
税
務

署
管
内
小
売
酒
販
組
合
理
事
長
、
十
日

町
森
林
組
合
監
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
抱
負
〕

①
清
新

な
地
方

政
治
の

実
現
．

②
住
民

の
声
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

③
議
会
運
営
の
近
代
化
に
努
め
る
。

保
坂
次
夫
　
新

（
五
十
七
歳
、
沖
立
、
無
職
）
　
㊥
国

鉄
職
員
、
中
魚
十
日
町
市
P
連
会
長
、

町
P
連
会
長
、
曾
県
相
撲
連
盟
常
任
理

事
、
中
越
相
撲
連
盟
副
幹
事
長
。

〔
抱
負
〕
明
る
い
町
づ
く
り
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
次
の
こ
と
を
所
心
の
一
端
と
し

て
い
ま
す
。
①
若
い
人
た
ち
に
健
全
な

る
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
。
②
小
河
川
に
小

魚
が
住

め
る
よ

う
昔
の

環
境
に

③
上
下

水
道
問

題
に
、

四
ツ
に
組
ん
で
い
き
た
い
。

平
野
圭
二
　
現

（
六
十
四
歳
、
東
善
寺
、
農
業
）
　
㊥

千
手
町
議
会
議
長
、
同
農
協
組
合
長
、

曾
議
会
議
長
、
農
業
委
員
会
長
、
町
農

協
組
合
第
一
理
事
、
土
地
改
良
区
副
理

事
長〔

抱
負
〕
①
豪
雪
対
策
の
推
進
、
・
雪

害
対
策
、
・
特
豪
地
帯
へ
の
特
令
法
の

制
定
、
・
雪
の
利
用
。
②
米
単
作
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
盤
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
分
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
事
業

の
促
進
、
・
生
産
組
織
育
成
強
化
、
・

余
剰
労
力
の
活
用
。
③
過
疎
対
策
、
・

産
業
の
誘
致
、
・
住
宅
用
地
の
提
供
、

・
交
通
の
確
保
、
以
上
三
つ
を
柱
に
、

「
調
和
と
協
調
」
の
精
神
を
も
っ
て
、

最
大
の
努
力
を
し
ま
す
。

小
川
清
次
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
＋

二
歳
、

下
平
新

田
、
木

材
業
）

㊥
議
会

代
表
監

査
委
員
、
国
保
運
営
協
委
員
、
診
療
所

運
営
委
員
、
町
建
築
組
合
長
、
商
工
会

副
会
長
曾
議
会
総
文
委
員
長
、
広
域

圏
監
査
委
員
、
商
工
会
理
事
、
郡
市
木

材
組
合
長
、
軍
恩
中
魚
郡
連
支
部
長

〔
抱
負
〕
住
民
福
祉
の
増
進
と
豊
か
で

調
和
の
と
れ
た
町
政
の
実
現
、
健
康
で

明
る
い
町
づ
く
り
を
推
進
。
①
農
業
基

盤
の
整
備
、
か
ん
排
事
業
の
早
期
完
成

②
道
路
網
の
整
備
（
歩
道
含
む
）
と
除

雪
対
策
、
③
体
育
施
設
の
促
進
、
④
交

通
安
全
対
策
、
⑤
青
少
年
の
不
良
化
防

止
、
⑥
老
人
、
子
ど
も
の
福
祉
向
上
、

⑦
商
工
業
の
振
興
と
公
害
対
策
。

小
川
東
平
新

（
六
十
歳
、
赤
谷
、
農
業
）
　
（
＠
土
地

改
良
区
事
務
局
長
、
赤
谷
区
長
、
魯
土

地
改
良
区
理
事
、
結
婚
相
談
員
、
仙
田

開
発
振
協
議
会
理
事

〔
抱
負
〕
町
民
の
声
を
拝
聴
し
、
信
頼

さ
れ
る
相
談
相
手
と
し
て
、
要
望
を
町

政
に
反
映
さ
せ
た
い
。
①
農
村
総
合
整

備
モ
デ
ル
事
業
の
促
進
、
②
山
間
地
農

業
生
産
基
盤
整
備
事
業
の
早
期
実
施

③
道
路

交
通
網

の
整
備

拡
充
と

無
雪
化

の
促
進

④
豪
雪

対
策
の
強
化
と
医
療
体
制
の
充
実
、
⑤

教
育
文
化
の
振
興
と
福
祉
行
政
の
推
進

⑥
零
細
中
．
小
企
業
対
策
の
充
実

平
野
義
　
一
　
現

（
五
十
九
歳
、
上
町
、
農
業
）
　
箭
町

議
会
議
員
　
曾
土
地
改
良
区
理
事
、
町

農
協
理
事
、
南
部
生
産
組
合
長

〔
抱
負
〕
議
会
議
員
は
名
誉
職
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
町
民
の
意
向
を
謙
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
聞
き

そ
れ
を

町
政
に

．
反
映
し

若
者
の

た
め
の

町
づ
く

り
に
、
活
気
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

公
明
正
大
に
、
信
念
を
も
っ
て
真
に
川

西
町
の
た
め
に
働
き
た
い
、
①
ほ
場
整

備
の
促
進
、
②
宅
地
造
成
、
③
農
業
改

善
事
業
の
促
進
、
④
商
工
会
の
発
展
、

⑤
青
少
年
の
た
め
の
体
育
施
設
の
建
設

促
進
、
⑥
老
人
福
祉
の
向
上
、
⑦
教
育

文
化
施
設
の
充
実
な
ど
に
努
力
し
た
い

所
存
で
あ
る
．

田
　
中

茂

現
（
五
＋

三
歳
、

小
白
倉

農
業
）

曾
倉

振
興
会

長
、
同

農
区
長
、
㊧
議
会
総
文
副
委
員
長
、
仙

田
開
発
振
協
議
会
委
員

〔
抱
負
〕
明
る
く
豊
か
な
町
、
平
和
で

健
康
な
町
、
均
整
の
と
れ
た
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
次
の
施
策
実
現
に
努
力
し

た
い
。
①
無
雪
道
路
建
設
の
た
め
、
防

雪
工
事
及
ぴ
舗
装
の
早
期
完
成
、
②
町

農
道
の
改
良
整
備
の
推
進
、
③
モ
デ
ル

事
業
の
促
進
、
④
白
倉
簡
水
の
早
期
実

現
、
⑤
西
部
地
区
基
盤
整
備
の
促
進
、

⑥
学
校
教
育
、
環
境
整
備
の
推
進
、
⑦

産
業
開
発
及
ぴ
振
興
施
策
の
促
進
、
⑧

老
人
医
療
、
社
会
福
祉
施
設
の
充
実

　
丸
山
久
一
郎
新

（
四
十
六
歳
、
根
深
、
農
業
）
　
㊥
町

農
業
委
員
、
民
生
委
員

〔
抱
負
〕
①
町
発
展
の
基
本
で
あ
る
総

合
開
発
五
か
年
計
画
を
尊
重
し
、
そ
の

実
現
に
努
力
し
た
い
所
存
で
す
。
②
特

に
、
今
後
に
お
け
る
農
業
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ほ
場
整
備
、
か

ん
ぱ
い
、
二
次
構
と
三
大
事
業
も
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
事

　
　
…
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
の
早

期
完
成
と
、
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営

の
推
進
に
全
力
を
尽
し
た
い
考
え
で
す
。

③
生
産
基
盤
の
整
備
に
あ
わ
せ
生
活
環

境
の
整
備
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
の
早
期
実
現
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
努
力
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
桑
原
要
雄
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

六
歳
、

室
島
、

農
業
）

㊥
仙
田

開
発
振

協
議
会

委
員
、
仙
田
小
後
援
会
長

〔
抱
負
〕
①
議
員
同
志
間
の
和
を
保
ち

明
る
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献
す

る
。
②
町
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り

要
望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
。
③
仙
田

地
域
の
過
疎
対
策
と
、
完
全
無
雪
化
に

努
力
す
る
。
④
仙
田
地
域
の
産
業
の
開

発
に
努
力
す
る
。
⑤
議
員
の
責
務
を
さ

ら
に
会
得
し
、
誇
り
を
も
っ
て
行
動
し

た
い
。　

若
山
三
郎
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
歳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
町
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
議
、

同
農
地
委
員
、
魯
土
地
改
良
区
監
事
、

町
農
協
組
合
理
事
、
機
械
施
設
利
用
組

合
監
事

〔
抱
負
〕
住
み
よ
く
、
明
る
い
郷
土
建

設
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
全
力
を
傾
注

い
た
し
ま
す
。
①
農
業
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

産
業
の
振
興
、
②
教
育
文
化
の
向
上
、

③
モ
デ
ル
事
業
の
推
進
、
観
光
事
業
の

開
発
等
の
生
活
環
境
の
整
備
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蕉
6
町
》
－
－
の
～
水
ー
ー
道
亀

節
水
・
料
金
改
定

　
暑
さ
が
続
き
、
水
道
の
使
用
量
が
増

え
て
い
ま
す
。
配
水
池
の
水
も
と
き
お

り
底
を
つ
く
よ
う
な
状
況
で
、
き
も
を

冷
や
し
て
い
ま
す
が
、
安
定
し
た
飲
料

水
を
供
給
し
よ
う
と
、
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　
飲
料
水
は
、
高
い
お
金
と
、
英
知
を

集
め
て
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
節
水
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
チ
ラ
シ
を
通
じ
お
願
い

し
ま
し
た
よ
う
に
、
八
月
分
か
ら
水
道

料
金
の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

の
お

　
す
で
に
、
三
月
の
議
会
で
条
例
を
改

正
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
少
し
で
も

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
し
た
い
と
、
今

　
飲
料
水
の
み
ぼ
ら
ず
、
水
不
足
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
折
か
ら
、
〃
水
の
週
間
〃
と

い
う
耳
な
れ
な
い
週
間
が
、
国
土
庁
の

主
唱
に
よ
り
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
を

水
の
週
間
に
設
定
し
、
水

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
乙
う
と
い
う
も
の
で
す
。

日
ま
で
の
ば
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
建
設
資
材
や
維
持
管
理
費

の
値
上
げ
、
赤
字
解
消
な
ど
か
ら
、
や

む
を
得
ず
、
料
金
改
定
に
ふ
み
切
っ
た

も
の
で
す
。
今
後
の
料
金
は
、
別
表
の

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
．

　
な
お
、
こ
の
改
定
に
よ
り
、
メ
ー
タ

ー
の
使
用
料
は
廃
止
し
ま
し
た
。

水道の新こ金表

　　　料率
種別

　　　　1　N基本料金（にっき） 超過料金
（1㎡につき）

水量 料　　金

一　般　用 10㎡ 80（湘 80

営　　業　　用 100 ZOOO 80

工
業
用

小口用 200 12ρ00 80

大口用 500 26ρ00 80

臨　　時　　用 1 150 一

※8．9月分使用料より適用

福祉年金

鞭

証
書
交
付
と

支
払
い
の
お

知
ら
せ

1噺ll《《プ州lll，4》し

九
月
六
日
は
・
福
祉
年
金
の
支
払
い
蜘

日
で
す
。
次
の
場
所
で
年
金
証
書
を
お
蜘

渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑
を
持
蕊

し
て
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
　
　
　
㎞

◎
千
手
地
区
1

◎
上
野
地
区
－

◎橘

地
区
1

◎
仙
田
地
区
1

町
役
場

上
野
郵
便
局

橘
郵
便
局

仙
田
郵
便
局

lllへの》州llll《ヂ》1

　
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
八
時
三
十
噸

分
か
ら
、
午
後
四
時
ま
で
、
当
日
都
底

の
悪
い
人
は
、
後
日
役
場
ま
で
ど
う
ぞ
。
隔

蓬
し
八
月
分
か
ら
、
瀧
福
祉
璃

金
が
月
額
一
万
五
千
円
に
　
障
害
福
祉
恥

膣
、
雛
朋
繍
、
一
、
霧
騎
蜘

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
曲

く
わ
し
い
こ
と
は
、
証
書
を
お
渡
し
晒

す
る
と
き
に
、
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
ま
師

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
．
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＝
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＝
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家庭環境が非行を”

公開ケースから
社明
運動

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ

と
は
万
民
の
願
い
で
す
。

　
こ
と
し
も
、
先
月
の
〃
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
月
間
〃
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
，
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
募
金
運
動
な
ど

を
通
じ
、
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〃
町
ぐ
る
み
摘
も
う
非
行
は
芽
の
う
ち

に
〃
、
小
・
中
学
生
を
お
も
ち
の
お
宅

で
は
、
こ
ん
な
ス
テ
ッ
カ
ー
も
届
け
ら

れ
た
こ
と
で
し
よ
う
。

　
募
金
運
動
で
は
、
町
内
か
ら
二
十
二

万
四
千
二
百
九
十
二
円
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
郡
市
の
保
護
司
会
で
は
、
先

月
二
＋
二
日
に
、
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会

農業共済シリーズ…④損害共済

補
償
と
貯
蓄
の

　
　
　
農
機
具
共
済
を
ど
う
ぞ

　
近
代
農
業
に
欠
か
せ
な

い
存
在
の
農
機
具
、
皆
さ

ん
は
、
万
一
の
損
害
や
買

い
替
え
の
た
め
の
対
応
策

を
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
で
し
よ
う
か
。

　
農
機
具
共
済
は
、
不
慮

の
災
害
か
ら
あ
な
た
を
守

り
ま
す
。

　
農
機
具
一
台
当
た
り
、

十
万
円
か
ら
二
百
万
円
ま

で
、
時
価
額
の
範
囲
内
で

一
戸
が
一
千
万
円
ま
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
と
し
て
格
納
中

の
事
故
に
対
応

損
害
共
済
は
、
火
災
や
落
雷
な
ど
に

齢
謡
整
鏡
鞭
継
誕
櫛
糠
礎
対
し
て
、
共
済

を
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
　
州
　
せ
っ
か
く
、
作
業
場
や
格
納
庫
が
建

保
護
司
を
始
め
・
婦
人
会
・
P
T
A
㌶
共
済
に
加
入
し
て
い
て
も
・
大
切
な

関
係
者
な
ど
八
十
名
ほ
ど
が
、
親
身
に
蜘
農
機
具
が
未
加
入
で
は
片
手
落
ち
と
な

な
っ
て
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
．
竺
ま
す
．

　
親
の
生
活
態
度
や
、
家
庭
環
境
が
非
恥
　
出
金
も
、
百
万
円
で
わ
ず
か
千
五
百

雛韓抽だと

多
く
の
方
々
が
指
籠
転
趨
鱒
楚
、
二
千
五

行
縫
諺
は
、
目
だ
っ
非
酬
済

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
の
態
度
や
服
噸
土
く

装
、
持
物
の
変
化
な
ど
に
は
、
＋
分
気
蜘
新

を
配
り
た
い
も
の
、
親
は
、
子
ど
も
の
隔
更

矯
難
櫨
識
し
て
ほ
し
い
繭

災
害
と
減
価
償
却

の
積
立
て
に

更
新
共
済
は
、
農
機
具
の
買
い
替
え

の
た
め
の
資
金
づ
く
り
と
、
不
慮
の
災

害
に
備
え
た
二
刀
流
の
共
済
で
す
。

　
災
害
の
内
容
は
、
火
災
、
落
雷
の
ほ

か
、
衡
突
、
つ
い
落
、
爆
発
な
ど
の
事

故
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
掛
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
共

済
責
任
期
間
も
、
目
的
に
応
じ
て
選
べ

ま
す
。

　
幸
い
、
事
故
が
な
け
れ
ば
、
契
約
金

額
が
満
期
共
済
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま

す
の
で
、
一
般
の
預
金
に
く
ら
べ
保
証

付
き
で
す
か
ら
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
生
産
組
合
な
ど
が
償
却
積
立

て
と
し
て
の
利
用
に
最
適
で
す
。

別
表

更新共済掛金表
へ　責

　期共
金額

3　　　年 5　　　年 7　　　年

共済轡金 共済掛金 共済掛金
初年度 2年目功 初年度 2年目功 初年度 2年目功

一万円
　10 　円30，380 　円30，230 　円17545 　円1Z397 　円12，109 　円11，959

50 151，900 151，150 8Z735 86，985 60545 59，795

100 303，800 302，300 175，470 173，970 121，090 119，590

割引率 9．6％ 12．87％ 16．14％
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ぞ…一
つあなたもど

　仙田小学校で

監　　校歌の歌詞を募集

　
　
仙
田
小
学
校
で
、
校
歌

鰯
の
歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま

　
す
。
次
に
ょ
り
、
あ
な
た

・
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

構
●
内
容
・
仙
田
小
学
校
に

　
　
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、

　
　
児
童
に
理
解
さ
れ
や
す

　
　
い
も
の
。

　
●
方
法
・
本
人
の
作
品
で

　
　
未
発
表
の
も
の
、
点
数

　
　
に
制
限
な
し
・
用
紙
は

　
　
自
由
・
ペ
ン
書
き
の
こ

　
　
と
・
な
お
住
所
。
氏
名

　
　
．
性
別
．
年
齢
・
職
業

　
　
も
明
記
の
こ
と
。

　
●
し
め
切
り
・
9
月
30
日

　
●
送
り
先
・
仙
田
小
校
歌

　
　
制
定
委
員
会
（
電
．
九

　
　
ー
二
〇
〇
六
）

　
●
審
査
・
仙
田
小
校
歌
制

　
　
定
委
員
会

　
●
審
査
発
表
・
入
選
一
点

　
　
．
賞
金
五
万
円
、
佳
作

　
　
三
点
．
賞
金
各
五
千
円
、

　
　
入
選
、
佳
作
に
つ
い
て

は
、
本
人
あ
て
通
知
の
ほ
か
、
広

報
か
わ
に
し
十
二
月
紙
上
で
発
表

し
ま
す
。

●
そ
の
他
・
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま

　
　
せ
ん
。
入
選
者
の
著
作
権
は
、
仙

　
　
田
小
に
帰
属
し
ま
す
。

■
雇
薗
置
匿
畳
－
置
巳
懸
－
曜
巳
I
I
量
－
璽
l
I
量
－
置
I
l
1
9
1
1
6
1
1
瞳
巳
－
置
竃
l
l
置

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

警
”
国

節
考
”

．
．
．
．
一
．
一
．
．
．
．
一
．
．
一
－
曽
鱒
－
…
－
…
希
望
者

　
昔
（
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
）
、
仁
田

の
部
落
に
、
盲
目
で
あ
り
な
が
ら
、
す

ぱ
ら
し
い
美
声
の
持
ち
主
が
い
ま
し
た
。

　
江
戸
に
出
て
、
唄
の
修
行
に
励
む
と

た
ち
ま
ち
所
属
す
る
組
で
一
番
と
な
り

〃
組
一
節
〃
と
う
わ
さ
さ
れ
た
と
か
、

　
そ
の
後
、
＋
日
町
近
辺
で
、
師
匠
と

な
り
ま
し
た
が
、
哀
調
あ
る
メ
ロ
デ
ー

は
多
く
の
共
感
を
よ
ぴ
、
い
つ
し
か
越

後
の
国
一
番
、
〃
国
一
節
〃
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
・
：
・
：
：
：
：
。

　
橘
地
区
に
残
る
こ
の
〃
国
一
節
〃
は

今
も
保
存
会
を
中
心
に
伝
承
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
町
教
育
委
員
会
で
も
、

こ
の
貴
重
な
記
録
を
後
々
ま
で
語
り
伝

え
よ
う
と
、
〃
国
一
節
考
〃
と
い
う
小

にを
は発
実　1一
　　イ丁
費　、

て　　i

’一〇1魯”』OllI”el髄‘

今
月
中
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

新
潟
心
身
障
害
者

　
　
　
職
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
の
開
設

　
新
潟
市
に
、
　
「
新
潟
心
身
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー
」
が
、
来
月
七
日
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
心
身
障
害
者

の
就
職
の
た
め
の

相
談
、
職
業
に
関

す
る
能
力
判
定
な

ど
の
業
務
を
行
う

も
の
。

　
心
身
障
害
者
を

始
め
、
障
害
者
を

雇
用
さ
れ
る
事
業

所
、
福
祉
機
関
、

学
校
施
設
等
、
広

く
関
係
者
の
利
用

を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

所
在
地
は
新
潟
市

大
山
町
二
丁
目
二

八
の
六
、
健
康
保

険
病
院
前
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は

職
業
安
定
所
へ
．

皿
装
い
も
新
た
に

｝｝ロ
一
▲
〃
美
術
活
動
を
通
じ
て
、
明
る
い

コ
一
町
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
。
〃

ロ
一
　
町
の
美
術
協
会
が
、
装
い
も
新
た

コ
聞
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て

コ
瀟
も
、
今
ま
で
の
会
の
継
続
で
す
が
、

コ
一
会
則
を
定
め
、
役
員
を
決
め
て
、
い

ロ
｝
わ
ゆ
る
会
と
し
て
の
体
制
を
整
え
て

幽
歩
み
出
し
た
も
の
で
す
。

ロ
皿
　
今
の
と
こ
ろ
会
員
は
三
＋
五
名
程

㎝
会
長
に
は
、
川
西
高
校
教
諭
の
平
野

㎝
綱
一
さ
ん
が
あ
た
り
、
早
々
、
秋
の

醐
美
術
展
を
め
ざ
し
準
備
を
開
始
し
ま

一
一
し
た
。

ロ
一
▲
美
術
協
会
ば
、
絵
画
．
写
真
・
書

ロ
一
道
の
三
つ
の
部
門
か
ら
成
り
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

町
美
術
協
会
が
ス
タ
ー
ト
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rl　9月10日ごろの予定です。　　　　”
”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
”　申込み者には連絡しますo　　　　　π
1』＝ニ＝：＝＝ニニ＝＝ニ＝＝：＝＝＝＝ニ＝＝ニ＝ニ＝＝＝：＝＝題

　とで（希ろ　でっ茂落で財　こ冊
ごにお二望の発すて一であ調執と誌
希な分百者予行。くさもり査筆にを
望りけ円に定は　れんあ’審はし刊
のます位はで九　るがる仁議’ま行
荏雛了嚢麗お罐暴食熱葛

峯
垂

　
当
面
は
、

体
制
が
た
め

に
主
力
を
置

き
、
会
員
相

互
の
啓
発
と

親
睦
を
は
か

る
こ
と
を
ね

ら
つ
て
、
講

習
会
や
講
演

会
、
実
演
会

な
ど
で
技
を

に
、
意
欲
＋
分
の
会
員
一
同
で
す
が

で
き
る
な
ら
、
も
っ
と
仲
間
が
欲
し

い
と
い
う
の
が
偽
り
の
な
い
気
持
、

　
〃
体
育
協
会
が
健
康
な
か
ら
だ
づ

く
り
な
ら
、
こ
ち
ら
は
、
心
の
健
康

づ
く
り
で
す
。
〃
と
愛
好
者
の
到
来

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
も
大
歓
迎
と
い
い
ま
す
か

ら
、
あ
な
た
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
書
道
部
門
で
は
、
今
月
か
ら
毎
週

水
曜
日
に
練
習
会
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

な
た
も
ど
う
ぞ
。
場
所
は
、
総
合
セ

ン
タ
i
（
夜
七
時
半
か
ら
）
で
す
。

▲
こ
と
し
の
美
術
展
は
十
一
月
十
二

・
＋
三
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
は
、
展
示
の
際
の
パ

ネ
ル
が
な
い
こ
と
、
過
去
は
、
＋
日

町
か
ら
の
借
り
物
で
間
に
あ
わ
せ
て

い
ま
し
た
が
、
搬
出
も
大
変
で
、
是

非
そ
ろ
え
た
い
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
し
ろ
一
枚
が
二
万
円

も
す
る
品
物
だ
け
に
、
簡
単
な
わ
け

に
も
い
か
な
い
様
子
、
町
内
の
皆
さ

ん
の
篤
志
を
・
：
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
も
の
は
、
だ
れ
の
目
に
も

美
し
く
見
え
ま
す
。
美
し
い
も
の
を

み
が
く
予
定
。
何
か
の
手
段
で
保
存
し
、
ま
た
、
表

　
「
せ
っ
か

く
こ
こ
ま
で

こ
ぎ
つ
け
た

の
だ
か
ら
、

す
え
長
く
文

化
の
灯
を
と

も
し
続
け
た

い
。
」
す
で

現
し
て
み
た
い
と
す
る
心
は
、
一
人

美
を
志
す
人
の
み
で
は
な
い
こ
と
で

し
よ
う
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
文
化
の
香

り
た
か
い
町
づ
く
り
が
で
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
写
真
　
年
々
盛
況
の
美
術
展
。

　
　
　
（
五
十
一
年
十
一
月
）

卿ロー一一’卿一瞭一一纈一一’一顧鱒一一一騨一一一聞纈一一爾一一一一一聞・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一國一一一一＿－＿一＿顧一＿＿＿＿一目＿－鋤一＿＿＿一＿
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口
咀
巳
竃
ー
－
1
厘
匿
ロ
ー
I
l
魔
］
し
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年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
「
こ
し
じ
」
が
オ
ー
プ
ン

　
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し
じ
」

が
、
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
温
泉
に
完
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
保
養
セ
ン
タ
！
は
、
国
民
年
金

の
加
入
者
と
受
給
者
及
ぴ
、
そ
の
家
族

の
健
康
増
進
と
休
養
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
国

が
設
置
す
る
も
の
で
、
安
い
料
金
で
、

国
民
年
金
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　
近
く
に
あ
る
奥
只
見
シ
ル
バ
ー
ラ
イ

7／：50・7／：51

　　　　　　炎天をついてことし
一　　　も少年野球大会が行わ

占嚢鋤纏羨課
橘千りo千手Aチーム魁憂
B雪勝しました◎

軽
に
ど
う
ぞ
。

　
▽
利
用
あ
ん
な
い
△

X
と
こ
ろ

　
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村
大
字
葎
沢

X
あ
　
し

国
鉄
利
用
上
越
線
小
出
駅
下
車

　
バ
ス
（
大
湯
温
泉
、
奥
只
見
、
銀
山

　
平
の
各
行
き
葎
沢
下
車
）
で
十
五
分

　
マ
イ
カ
ー
国
導
七
号
線
で
小

　
出
町
か
ら
国
道
三
五
二
号
線
経
由
。

ン
や
、
東
洋
一
の
大
人
造
湖
「
奥
只
見
X
申
込
み
方
法

湖
」
な
ど
へ
の
散
策
拠
点
と
し
て
、
こ
　
　
申
込
み
は
、
直
接
保
養
セ
ン
タ
f
へ

の
「
乙
し
じ
」
は
、
う
っ
て
つ
け
の
施
　
　
電
話
〇
二
五
七
九
（
二
）
六
一
一
一

設
で
す
。
ご
家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
お
気
　
　
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
ど
う
ぞ
。

＝
一
＝
＝
＝
ロ
ー
＝
＝
＝
＝
騨
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
。
＝
＝
＝
O
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
“
一
一
＝
＝
一
－
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

優勝

上
野
A

千
手
G

貞
．
町

　
　
　
千
手
A

橘
A

”唐網”””1”””1”口ll”9”””1””””腫””””””””””II””””1”雪”””1巳””””

X
利
用
料
金
　
（
税
等
別
）

宿泊（1泊
2食付き） 日帰り

国民年金
力口入者・

受給者

普通室 3，100円 500円

特別室 4，000円

一　　　般
普通室 3，500円 500円

特別室 4，500円

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
香
典
返
し
二
件

　
上
野
の
根
津
富
士
松
さ
ん
か
ら
、
母

ツ
メ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円

　
伊
友
の
窪
田
勝
一
さ
ん
か
ら
、
長
男

章
雄
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円

　
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
に
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

忘
れ
物　

　
　
　
心
あ
た
り

の
人
は
セ
ン
タ
ー
ヘ

総
合
セ
ン
タ
ー
に
、
次
の
よ
う
な
忘

成
人
病
検
診
を

　
　
受
け
て
な
い
方
に

　
こ
の
春
、
結
核
予
防
及
ぴ
成
人
病
検

診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に

次
の
日
程
で
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
忘
れ
ず
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
職
場
や
学
校
で
受
け
た
方
、

ま
た
、
受
け
ら
れ
る
方
は
除
き
ま
す
。

月日 時　　間 会　場

％
9．00
～10．00

克雪管理
　センター

1．00
～2．30

総合
　センター

％
9．oo
～10．OO 上野連絡所

1．00
（ノ2．30 橘出張所

民
俗
資
料

◎
入
手
品
、
弓
張
り
（
箱
付
き
）
、
自

在
か
ぎ
、
油
し
ぼ
り
、
ぼ
う
し
み
の
、

だ
い
も
ち
づ
な
、
軍
服
、
石
器
、
灯
皿
、

ぶ
い
と
う
、
前
か
け
、
箱
弁
当
。

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
、
小
林
定
二
（
中

仙
田
）
、
太
田
光
之
（
高
原
田
）
、
押

『
ー
暫
ー
ー
醤
ー
［
ー
唇
ー
ー
ー
躍
1
ー
ー
ー
ー
”

駒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

7月の交通事故発生件数

　　　　　　　　累計

件数3（4）9鋤傷者3（4）12㈲
死者0（0）0（1）
酒よい　 0（0）　0（1）

酒気おぴ　　　2（1）　　5㈹

　　（）内は前年件数

一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
一
＝
＝
呂
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝

小田若南宮保樋瀬茂
海中山雲　坂口賀野

友雅直雄奈真政沙貞
和貴樹一月理和織光

正忠博茂新精薫良正
行彦良男・一一　治義

長長長長長二
男女女男女男

室
島

東
善
寺

中
仙
田

沖
立

東
善
寺

中
仙
田

長
男
新
町
新
田

長
男
県
営
住
宅

長
男
中
島
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

σb

翻雛

穫
輪
、
鴫
口
栄
助
（
田
戸
）
σ
り
顯

丸南松登
山雲浦坂

⑳新
郎
鴫
原

新
婦
田
中

　
　
　
　
丸
山

孝陽武初久秀和
栄子夫江男子久

丸
山
由
美
子

岩
瀬

熊
本
か
ら

中
仙
田

小
千
谷
か
ら

山
野
田

山
野
田
か
ら

水
口
沢

水
口
沢
か
ら

難
　
　
群
羅
愚
懸
鱗
ご
麟
い
鮪
を
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
　
剛
　
鋸
　
鰯
　
鋸
　
、
　
鋸
　
曜
　
鄭
　
覧
　
竃
　
◎
　
鋸
　
6
　
覧
　
魅
　
蟹
　
亀
　
価
　
噺
　
腎
　
亀
　
嘱
　
亀
　
魅
　
亀
　
鋸
　
馬
　
覧
　
亀
　
鄭
　
、

ふ
、
・
ぼ
う
し
、
・
こ
う
も
り
が
さ
（

男
・
女
物
）
、
・
子
ど
も
ぐ
つ
、
・
黒

皮
ぐ
つ
、
・
手
さ
げ
か
ば
ん
、
・
ア
ノ

ラ
ッ
ク
、
・
め
が
ね
。

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

田
中
　
香
奈
子
一
男
　
長
男
　
小
白
倉

高
橋
　
宏
和
　
清
一
　
長
男
　
坪
　
山

蔵
品
ハ
ル
ノ

登
坂
作
太
郎

藤
原
忠
治

登
坂
キ
ナ

赤仁岩木

谷田瀬島

八六六五
五八八四

　
　
　
，
　
小
わ
渉

、
轡
太
雛
選

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
春
江

わ
が
前
を
横
ぎ
り
ゆ
き
し
お
に
や
ん
ま

草
い
き
れ
真
昼
の
山
の
静
寂
か
な

ト
ン
ネ
ル
を
出
て
断
崖
あ
ね
じ
り
花

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

蓮
の
葉
の
水
藻
を
分
け
て
ほ
ぐ
れ
ん
と

揺
ぐ
葉
に
露
を
と
ど
め
て
蓮
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

風
鈴
の
静
か
に
朝
の
廊
下
掃
く

舌
出
し
て
犬
喘
ぎ
ゆ
く
日
の
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

蓮
池
に
小
さ
き
も
の
の
住
み
つ
け
り

夕
立
の
過
ぎ
し
田
原
の
青
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
玉
章

蜂
の
巣
に
石
投
げ
て
い
る
童
か
な

打
ち
連
れ
て
ゴ
ゼ
高
笑
い
日
の
永
き

◎
俳
句
一
口
講
座
ω

　
写
生
は
表
現
の
手
段
で
あ
る
1

俳
句
を
作
る
に
は
事
象
を
写
生
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
表
現
の

手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。
感
動

し
た
こ
と
を
写
生
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
表
現
し
た
ら
そ
の
感
動
が
生
々
と
し

て
心
命
あ
る
も
の
に
な
る
か
、
そ
こ
が

問
題
で
あ
る
．

暑
い
庭
に
花
が
咲
い
て
い
る
ー
そ
れ
だ

け
の
事
実
で
は
詩
に
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
花
が
ど
ん
な
風
に
咲
い
て
い
た
か

そ
の
周
囲
や
人
の
気
持
や
日
盛
り
の
情

況
や
さ
ま
ざ
ま
の
心
が
そ
こ
か
ら
読
み

取
れ
、
感
懐
が
次
第
に
広
が
っ
て
い
く

ー
そ
う
い
う
こ
と
を
写
生
の
表
現
の

中
か
ら
湧
く
よ
う
に
す
る
。
こ
こ
で
言

葉
選
ぴ
や
省
略
が
合
し
て
表
現
の
極
み

を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
写
生
と
報
告

と
は
、
異
る
と
い
う
こ
と
を
心
す
べ
き

で
あ
る
。




